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42 Fukuden-ji Temple Edo Period  Shiga Pref. Maibara City Nagasawa1049 

 

沿革 

古くは息長寺とよばれていたが息長宿祢王が施主となって 684 年に建立したと言われているためだ。息長宿祢の娘である

広姫が敏達天皇に嫁ぎ、孫は舒明天皇、その子は天智・天武になった。宗旨は三輪・法相宗、天台宗と変えてきたが覚如上

人がこの地を訪れた際に浄土真宗に改宗された。1489 年には蓮如上人が三ヶ年滞在された。1580 年には浅井長政公の次

男万菊丸は十二世正芸として福田寺の法灯を継いだ。また、幕末の住職本寛師の後室鑈子（かねこ）姫が明治天皇の皇后と

従妹に当たる。明治11 年に明治天皇が北陸行幸の途次、当寺に立ち寄られた際に鑈子姫が彦根城の保存をお願いしたと

伝えられている。 

庭園の特徴 

地割は高さ 50ｃｍの土盛りが左右より突き出しているため、池の中心部がくびれており、土盛り上の石組みと正面奥の滝組 

が呼応しているため、緊張感が醸し出されている。このように石組みの分布が前後に深く、石数も過不足なく見事な空間構成 

をなしている。中島も無ければ石橋も無い簡素な構成で、局部的な石組みに傾注することなく、手前の石組みと奥の石組相 

互間の関係性から生ずる遠近感、大小感、高低感など、複合的な対照感が相乗して増幅している。 

 
右側出島の石組みと奥の築山上にある三尊式枯滝の見事な空間構成美 

 

書院左側から見た全景：左出島石組と、右側出島石組の中央奥に三尊式枯滝がある 
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修復された三尊式枯滝前には水分石がある。 

 

左右から低い出島があり、右側出島の先端にある強く傾斜したライオンのような巨石と変幻自在な護岸石組みがあるが、水

墨画のオーバーハングの山塊を象徴。奥に行くほど高くなる地割は逆遠近法で、見るものには枯滝が迫ってくる。地割の空

間構成美を支えているのは、適度の欠損部のある稜角の強い石の選択だ。 
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殿の間からの視点で撮影：手前の石は丸くて低く、奥に行くに従って高く、険しい表情の石。また中景は傾斜させて石があ

るが、水墨画のオーバーハングの厳を象徴している。庭園としては珍しい逆遠近法。 


